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山口３２ｍ電波望遠鏡化計画進捗報告（速報） 

駆動追尾システム・８ＧＨｚ試験受信（２００１年１１月６－７日） 
２００１年１１月１４日 

川口則幸、藤沢健太（国立天文台） 
 
１．はじめに 
 山口第４アンテナを電波望遠鏡化するための調査として、１１月６－７日に山口衛星通

信所内で行った作業について報告する。今回は主に２つの目的があった。 
（１）開発中プログラム追尾システムの試験 
   すでに２回（５月、８月）行った駆動部の調査に基づいて、プログラム追尾装置を

開発中である。今回は、試作した角度検出部をアンテナの角度信号出力部に接続し、

実際に角度信号を取得できることを検証した。また、ドライブＯＮ／ＯＦＦの切り

替え信号についても調査した。 
   この試験結果については別途報告する。 
 
（２）８ＧＨｚ新給電部を用いた天体信号の受信試験 

新規製作の８ＧＨｚ受信システムを新設給電部に取り付けて、試験的に天体信号の

受信を行った。過去の試験と同様、「待ち受け受信」方式で、天体がビームの中を通

過していくのを観測した。受信システムの雑音温度特性、８ＧＨｚでの開口能率を

得た。 
以下ではシステム雑音温度特性と開口能率測定の結果について速報する。詳細な解

析結果は後ほど報告する。 
 
（３）その他：山口３２ｍアンテナの電波望遠鏡化について、読売新聞の取材を受けた。 
 
 観測に参加したのは、川口、藤沢（天文台）、森野、沼田（森野テクニカルサービス）、

下井倉（防府市青少年科学館）の計５名、下市氏（山口衛星通信所）のご支援をいただい

た。 
 
２．システム雑音温度特性 
 ホーンの前面に常温雑音源をかぶせてシステム雑音温度を測定する方法（Ｒ－Ｓｋｙ法）

を用いて測定を行った。図１にその結果を示す。横軸は大気の放射温度に比例する sec(z)、
縦軸に測定されたシステム雑音温度をとってプロットしている。 
Sec(z)が小さい（仰角７度、１０度）２点のデータは他の点から大きく外れている。これは

地表の放射などの影響を受けたものと考えられるので、フィッティングから除外している。
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仰角の高いデータを直線フィッティングし、sec(z)=0まで外挿するとTsys*=112.0Kを得る。

これが大気の影響を含まないシステム雑音温度である。これには初段のアンプの雑音温度、

給電部の損失による雑音温度、ビーム伝送系の損失による雑音温度が含まれている。 
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図１．８ＧＨｚでのシステム雑音温度 

 
 今回使用した８ＧＨｚの初段アンプ（常温）は、性能データとしてＮＦ＝０．９ｄＢと

されている。これから計算されるアンプの雑音温度は７０Ｋである。 
次に、８ＧＨｚ給電部の損失はほぼ０．１ｄＢ（検査成績書より）であるので、ここか

ら発生する雑音温度は７Ｋと考えられる。また、給電部とアンプの間に同軸導波管変換機、

コネクタ変換、９０°ベンドが入っており、これらによって発生する損失が０．１ｄＢ＝

７Ｋあると考えられる。 
 最後に、ホーンの出口からアンテナ鏡面までの損失は、０．１８ｄＢ＝１２Ｋ（本年３

月の測定結果）と推定されている。 
これらの合計は９６Ｋである。測定された１１２Ｋとは１６Ｋの差があり、さらに考察

を要するが、おおまかにはつじつまの合う結果となった。 
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３．開口能率の測定 
 カシオペアＡのドリフトスキャンによって、８ＧＨｚの開口能率を測定した（図２）。 
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図２．山口３２ｍ（８ＧＨｚ受信システム）で初めて受信したカシオペアＡ 
 
測定の詳細は省略し、結果を以下にまとめる。 
 
カシオペアＡのフラックス密度：４５９．４Ｊｙ（８．３ＧＨｚ） 
天体の広がり補正係数    ：１．３０８ 
システム雑音温度      ：１２２．１Ｋ（仰角２５．６度）大気吸収効果を含む 
天体による雑音温度上昇   ：６６．７Ｋ 
開口能率          ：６５．２％ 

 
開口能率６５％は電波望遠鏡としては良好な値である。山口３２ｍアンテナが建設されて

以来、よい性能を保持していること、今後の観測に十分な性能を有することが示された結

果となった。 
 

＝＝以上＝＝ 


